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     日本語母語話者および日本語学習者による文産出の研究 
           ———眼球運動測定法を用いて——— 







に入ってから始められてものであり，その歴史はまだ浅い（e.g., Bock et al., 2003; Griffin & 
Bock, 2000; Gleitman et al., 2007）。それゆえ，多くの課題が残されているといえる。本研
究では眼球運動測定法を用いて，被験者の眼球運動を記録し，そして，眼球運動データ
から抽出する空間的な指標および時間的な指標を手がかりに，日本語母語話者および日











くなっていく。これはGriffin and Bock (2000) の主張と類似している。しかし，これに対
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順序が文法関係を決め、文法関係が発話順序を決める、とする先行研究（Griffin and Bock 2000）
の仮説は支持されなかった。 
 五章では、3要因が中国語を母語とする日本語学習者の日本語文産出処理に与える影響につい
て検討した。より具体的には、日本に居住する中国人日本語学習者（在日学習者）と中国の大学
に在学中の中国人日本語学習者（在中学習者）の 2グループの学習者について検討した。実験の
結果から、どちらのグループにおいても、文法関係の配列順序が学習者の文産出処理の正確さに
影響を与えることが分かった。また、絵に描かれたキャラクターの注視順序と注視割合は、意味
役割や文法関係ではなく線形順序と関係することが示された。 
 六章では、日本語母語話者、在日学習者、ならびに在中学習者の実験結果を比較・検討した。
その結果、言語に熟達するにつれ文処理の正確さや処理速度が高まることが分かった。また、母
語話者では名詞句の線形順序と文法関係と意味役割がキャラクターの停留回数と総停留時間に
影響を与えたのに対して、学習者グループではそのような影響は観察されなかった。 
 七章では、得られた研究成果をまとめた上で、今後の研究の方向性について考察した。特に、
文産出における処理順序は文法関係を介さず発話順序に直接影響を与えると結論づけられた。 
 以上の成果は、処理順序が文法関係を決めるとする先行研究の仮説が支持されないこと、なら
びに文法関係と意味役割の配列順序が文処理時の視線に与える影響が母語話者と学習者で異な
ることをはじめて明らかにした点で、この分野の研究の発展に大きく貢献するものである。よっ
て、本論文の提出者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
